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1)女性リーダ‐育成教育プログラムの収集・分析
: 本研究の 1つ 目の課題は、国内外で展開されている女性,=ダー育成に関するプログラムを

収集 づ分析 iし 、効果的な教育内容や教育方法を検討することにある。     「

我が国のプログラム1こつぃてはくまずインタ‐ネット検索t手 より 1゙関連するプログラムを収

集し、その全体像を把握したと株式会社キャ,アアツプセミナ■による「気配リプロになる 女

性 リーダー行動車新講座」、中小機構近畿支部人材支援部による「女性 リーダー研修」、株式会

社オリエンタルの女性総合研究所による「女性起業家 。次世代女性リーダー育成アカデミ▼」

|な ど商業べ■スのものを中心に 8種類のプログラム・を分析した結果t各プログラムでは「自己

の現状を再認識する」ことが共通の課題となつており、「人生設計」や「キャリアアッププラン」

の視点が重要であることが理解された。

続いて、ヒアリング調査により、女性リーダー育成プログラムを構成する具体的な内容や手

法を明らかにしたと調査対象は、企業開発型プログラムとして株式会社工・ム・ズの「女性リ
|■:ダー育成プログラム:」

(、

1行
政主導型プログラムとして(財)あいち男女共同参画財団の「女性の

グループリーダー研修」、大学企画型プーログラムとしてお茶の水女子大学の「女性リーダー育成

プログラム」であると企業開発型では自己分析やキャリアデザイン、行政主導型ではアサーシ

ョンスキル、大学企画型ではアカデミックリーダーに注目した多様な取組が展開されており、

ワ~ク シヨンプや自主企画などが有効な手法であることが理解された。

これらに加え、海外の事例として、アメリカのラ トガーズ大学 (ニ ュージャージー州)、 スミ

ス・カレンジ (マサチューセッツ州)、 ホリンズ大学 (ヴァージニア州)の リーダーシップに関

するプログラムについても情報収集し、それぞれの内容と特徴点を明らかにした。ホリンズ大

学では、合同クラスやスキル構築のグループ学習、セミナー、学生の考案によるリーダーシッ

プ・プロジェクトにより証明書が取得される仕組みなどが見られた。

2)地域の男女共同参画支援団体との連携による女性ヅーダー育成教育プログラムの企画 D

実施

①
。



本研究の 2つ目の課題は、地域団体との連携により女性 リーダー育成教育プログラムを企
画・実施 し、その効果や課題を見出すことにある。これについては、傍 )あいち男女共同参画
財団、名古屋市女性会館、名古屋市地域女性団体連絡協議会、なごやボランティア・NPOセン
ターとの連携により、地域の環境リーダーの育成を目的に、学生と市民を一堂に会するシンポ
ジウム (講演会とワークショップ)を企画し、2008年 12月 6日 に実施した。「いま、求めら
れる地域の環境リーダー～持続可能なくらし。ビジネス 。まちづくりを考える～」と題する講
演会には約 160名の参加者があり、加藤正嗣名古屋市環境局長と百瀬則子ユニー株式会社社会
貢献部長により、行映と企業の環境ビジヨンをテーマとする講演が行われた。また、ヮークシ
ョップには55名 が参加し、「環境リーダーをめざして、私たちに何ができるのか」|についてグ
ループディスヵッション1を行い、成果を発表し合った。      ,
参加者に対するアンケートでは、シンポジタム全体に対して、半数以上が「とてもよかった」

と答え、「よかった」と合わせると 95%以上が肯定的に評価し、特に基調講演の満足度が高か
った。ヮークシ ョップでは、異なる世代や立場の人との交流経験が評価される一方で、時間の
不足が口足度を下げる要因となるなど、今後のプログラムの企画に対する検討課題が明確とな
わた。

3)専門分野を活かした女性 リーダー育成教育プログラムの考案
本研究の 3つロィの課題は、特定の専門分野に女性リーダー育成の視点を導入し、効果的 i実

践的な教育プログラムを考案することにある。
マーケティング分野では、女性リーダー育成教育プログラムの構成を「人材資性の確認」と

「行動 (実務プログラム)」 の 2段階で捉えることができた。「人材資性の確認」では女性リー
ダーに必要な 3つの資性と 7つのポイントが明確にされた。また「行動 (実務プログラム)」

については、PDCサイクルや SWOT分析を用いた考察・提案がなされ、名古屋市桜山商店街
活性化研究を事例にプログラムの有効性について検討し、一定の可能性を見出した。

ネ子教育及び トレーニング分野では、青年期における女性リーダーシップの形成過程と背景
を、個人のライフ・ヒス トリーから抽出し、家族や教育かどのように個人にとって意味あるリ
‐ダーの資質を形成するかについて、ヒラリri・ ログム

「。夕)ン トンを事例に分析した。その

常暴、女性のりrダ
~シ

ンプ形成|こ 悴、個人の自立を保レ4が ら、、常に向上することを期待
し支援する家庭環境が重要であるとともに、安子大にゃける末子のリーダーシップ育成の教育
と訓練、キャンパス・ライラにおける活動、学生相互:教員との交流。ディスカ)ション・地
域活動への参加などが、効果的であることが指摘された。
4)総括 「

上記の研究成果をDttL(DiscussiOn,Understanding,Empowerment andぃ 鼻dership)
の視点で整理すると、ワークションプによるDiscussiOn、 講義。講演4どによる Understanding、
地域活動への参画による Ompowbrttent、 自主企画による Leadeユ shゃ の育成が、女性リーダ
‐育成教育プログラムの 4つの柱となることが明らかとなった。また、自己認識、キャリアデ
ザインを基本としたリーダーシップ養成プログラムの展開が有効であることが推察された。


